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第2報　生育特性，貯蔵技術及び飼料価値について
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1　は　じ　め　に

水田利用再編対策の実施に伴い，耐湿性飼料作物として

育刈ヒ工が注目されており，青森県におけろ作付面積は昭

和5拝の529血から昭和5ほには1．537加に増加1）してい

る。このことから栽培法について検討した前報に引き続い

て，育刈ヒ工の飼料作物としての特性を把握するため，生

育特性や生育時期別の乾草とサイレージの湘製法及びその

飼料価値について検討した。

2　試　験　方　法

‖　試験区分

t　ヒ工の生育特性と飼料成分の変化

Ⅱ　刈取時期別ヒエサイレージの発酵品質及び消化率
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（4）サイレージ及び乾草の調製方法

サイレージ：手刈後．シリンダー型ハーベスタで細断

し，地下式サイロ（径120用，深さ1聞く憑）に詰込んだ。

乾草：手刈後．小乗（1束4～5吻）にしてはさがけ

乾燥した。乾燥期間は7～10日。

（5）消化試験

去勢緬羊を用い．予備期間7日，本試験7日間の全糞採

取法で実施した。
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3　試　験　結　果

（り　乾物収量及び飼料成分の経時的変化

ヒ工の生育に伴う収量の増加量は7月下旬～8月上旬の

節間伸長期に最も大きく，この時期には1日当たりの生産

量が108当たり約40均であり．最大乾物収量は乳無期であ

った。

葉部割合は生育に伴って低下する。粗蛋白質含量は穂学

期までは低下するが．その後はほほ一定であった。また粗

繊維含量は出穂揃期頃が最も高く，その後はやや低下した。

WSC含量は出穂期以降徐々に増加するが，最も高くても10

％以下であり，育刈ヒ工は低縮合主作物といえる。
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国1　青刈ヒ工の乾物収量及び
各種成分の経時的変化

（引　葉部及び茎部の粗繊維．粗蛋白質含量

節間伸長期に茎部の粗繊維含量は大きく増加し，葉部の

粗蛋白質含量は急激に減少した。しかし，幼穂形成期から

槙争期以降になると粗蛋白質，粗繊維含量とも変化が少な

くはば横ばい状態を示した。

柑）刈取時期別サイレージの発酵品質と排汁量

樵学期及び出穂期の無添加サイレージは劣質であったが，

水分が低下し，WSC含量が高くなる乳熟期では無添加で

も比較的良質なサイレージが調製できた。晶質向上対策と

しての越の添加は，水分が8‘～88％と高い栖早期では10％

の添加量では効果が小さく10％以上の添加量が必要である。

しかし水分85％以下になる出穂期，乳熟期では10％程度の



‾202‾　　　　　　　　　　　東北農業研究　第31号（1982）

添加で充分と考えられた。また予乾処理区は各刈取時期と

も晶質向上効果が認められたが，予乾程度の少なかつた穂

早期では効果が小さいことから．予乾を行う場合は水分75％

以下にすることが必要と考えられた。なお穂早期ころの刈

取では晴天時で1日以上の予乾が必要であると判断される。

排汁は撼争，出棒の高水分材料の場合に多くなり，植字

期無添加区では詰込量の12．3％の量に達し．排汁量が多い

程乾物回収率が低下した。
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図2　育刈ヒエの生育と部位別の粗蛋白質．
粗繊維含量の変化

表1サイレージの発酵品質と排汁量
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熟 垣 10 ％添 加 75．6 2．49 0．54 4．0 95 9 2．1 0
期 予　　　 乾 66．3 2．50 0．71 4．2 95 鋸．2 0

（4）サイレージの飼料成分

無処理区における乾物中の「股飼料成分は，棒卒期と出

穂期では顕著な差が認められなかったが，乳熟期では粗蛋

白質含量が低下し，可溶無窒素物が増加した。同一刈取時

期の処理間で比較すると，無添加区と予乾処理区との間に

は顕著な差が見られなかったが，越10％添加区では，無添

加区に比べ，粗蛋白質が1．2～6．2％高くなり，粗繊維が4．6

～11．1％低くなった。DCI，含量は軽添加や予乾処理によ

って高まり，特に軽添加区でこの傾向が大きかった。また

各刈取時期の無処理区間ではDCP含量の差が小さく．既応

の成績と異なるが，その原因として陸争期に調製したサイ

レージから多量の排汁があり．その排汁中に消化性の良い

蛋白質が溶出したためと考えられる。TDN含量は出穂期

の越添加区が64％と最も高かった他はおおむね50～55％の
範囲にあった。
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（5）乾草の飼料成分

穂学期から出穂期にかけて粗蛋白質含量が低下し，可浴
無窒素物が増加しているが，T。N含量の差は小さかった。
しかし乳熱期のTDN含量は出穂期に比べると5．3％低くな

った。DCf含量は穂学期が11．5％と最も高く，刈取時期が
遅くなるにしたがって低下した。（表2参照）
l引　サイレージ及び乾草の消化率

サイレージの粗蛋白質の消化率は各刈取時期とも大きな
差がなかったが，粗繊維の消化率は刈取時期が遅くなるに

したがって低下した。軽添加の消化率に及ぼす影響をみる

と粗蛋白質と粗脂肪の消化率が高くなり，粗繊維では低く

なった。また予乾処理による影響は一定の傾向が認められ

なかった。乾草の消化率は．樺率期と乳熱期の有機物に差

がみられ乳熟期では棒早期より9．5％低下した。各飼料成
分毎にみると，刈取時期が遅くなるにつれ粗蛋白質，粗繊
維の消化率が低下し，特に粗繊維が顕著であった。
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4　ま　　と　　め

湿田飼料作物として注目されている育刈ヒ工の生育特性

及び詞製法と飼料価値について検討した。ヒ工の最大乾物

収量は乳熟期であり，この時期の無添加サイレージの発酵

品質は比較的良質なものであったが，飼料価値の高いサイ

レージを語製するためには梧年期から出穂期に刈取り，予

乾して水分75％以下にするか，越15％程度添加する必要が

あると考えられた。また乾草詣製の適期は刈遅れによる家

畜の採食量の低下と飼料価値の低下が著しいことから，出

穂始から出穂期が適当であり，乾燥途中の腐敗などによる

姜分ロスを軽減するためには．はさがけ乾燥法が適切であ
ると考えられた。
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